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道　標

１
月
23
日
（
月
）
か
ら
26
日

（
木
）
ま
で
、
指
宿
市
の
「
指

宿
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
で
毎
年

恒
例
の
教
区
で
働
く
全
司
祭
を

対
象
と
す
る
司
祭
大
会
が
開
か

れ
、
郡
山
司
教
を
は
じ
め
教
区

内
か
ら
30
人
の
司
祭
、
終
身
助

祭
が
参
加
し
た
。

月
曜
夕
方
か
ら
水
曜
日
ま
で

は
研
修
会
。
テ
ー
マ
は
「
現
代

社
会
の
中
で
奉
仕
す
る
司
祭
に

対
す
る
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
』
か
ら
の
問
い
か
け
」
。
講

師
は
、
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
宣
教
会

司
祭
で
、
現
在
、
中
央
協
議
会

社
会
司
教
委
員
会
秘
書
を
務
め

る
イ
グ
ナ
シ
オ
・
マ
ル
チ
ネ

ス
・
バ
エ
ズ
師
（
54
歳
）
。

昨
年
夏
に
翻
訳
さ
れ
た
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
回
勅
『
ラ
ウ

ダ
ー
ト
・
シ
』
は
、
地
球
規
模

の
環
境
悪
化
に
直
面
し
て
い
る

今
、
人
類
は
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。
司
祭
が
宣
教
・
司
牧
の

現
場
で
こ
の
回
勅
を
ど
の
よ
う

に
実
践
す
る
か
と
い
う
問
題
意

識
の
も
と
に
研
修
を
企
画
し

た
。４

回
の
講
話
で
は
、
現
代
の

司
祭
に
求
め
ら
れ
る
心
や
実
践

す
べ
き
こ
と
、
現
教
皇
の
紹

介
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
生
命
体
と

そ
の
生
育
環
境
と
の
関
わ
り
を

研
究
す
る
が
、
こ
れ
に
は
環
境

的
、
経
済
的
な
も
の
だ
け
で
な

く
文
化
的
、
日
常
的
な
も
の
が

あ
る
こ
と
、
な
ど
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
貧
し
く
さ
れ
て
い
る

人
々
の
尊
厳
の
回
復
と
自
然
保

護
は
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
そ

の
た
め
に
わ
た
し
た
ち
の
日
々

の
生
活
の
質
の
見
直
し
、
改
善

す
る
必
要
性
を
学
ん
だ
。

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
生
ま
れ
の

イ
グ
ナ
シ
オ
師
は
長
身
、
温
厚

な
人
柄
で
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

た
。
「
も
う
一
人
の
キ
リ
ス

ト
」
と
は
「
キ
リ
ス
ト
の
真
似

を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分

の
中
に
キ
リ
ス
ト
が
現
存
す
る

喜
び
を
実
感
す
る
こ
と
」
、

「
司
牧
者
は
神
の
い
つ
く
し
み

を
自
分
の
生
き
方
の
基
本
に
す

る
こ
と
」
と
言
わ
れ
た
が
、
師

自
身
が
そ
れ
を
生
き
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

が
開
か
れ
た
。
こ
の
中
で
納
骨

堂
の
種
類
と
建
設
ま
で
の
大
ま

か
な
工
程
表
が
決
ま
っ
た
。

納
骨
堂
の
種
類
は
二
つ
で
、

単
身
者
・
核
家
族
型
と
合
葬

型
。
単
身
者
・
核
家
族
型
は
、

１
区
画
当
た
り
骨
壺
２
つ
ま
で

入
る
大
き
さ
で
、
一
戸
建
の
建

物
内
に
納
骨
棚
を
設
置
す
る
タ

イ
プ
で
は
な
く
、
名
瀬
納
骨
堂

の
よ
う
な
屋
外
式
。
合
葬
型

は
、
埋
葬
す
る
と
や
が
て
消
失

す
る
特
殊
な
遺
骨
収
納
袋
に
遺

骨
を
納
め
、
他
の
遺
骨
と
一
緒

に
埋
葬
す
る
も
の
で
、
す
で
に

東
京
大
司
教
区
府
中
墓
地
で
実

例
が
あ
る
。

建
設
ま
で
の
行
程
は
、
３
月

に
現
場
を
確
認
し
て
建
設
案
を

作
る
。
建
設
案
に
関
し
て
鹿
児

島
市
内
の
教
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
た
上
で
、
正
式
に
決

め
、
建
設
費
を
来
年
度
の
予
算

に
計
上
し
、
今
年
の
11
月
の
完

成
を
目
指
す
。

昨
年
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

か
ら
、
全
世
界
の
司
教
団
に
向

け
て
「
性
被
害
者
の
た
め
の
祈

り
と
償
い
の
日
」
を
設
け
る
よ

う
に
と
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。

日
本
の
司
教
団
は
こ
れ
に
こ
た

え
る
た
め
、
昨
年
12
月
に
出
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
四
旬

節
第
二
金
曜
日
を
こ
の
日
に
設

定
す
る
と
発
表
し
た
。
今
年
は

３
月
17
日
。

教
皇
の
主
な
意
向
は
、
教
会

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
子
ど
も
へ
の
性
虐
待
の
罪
に

つ
い
て
、
神
の
赦
し
を
願
う
こ

と
、
教
会
の
権
威
者
が
加
害
者

を
公
表
せ
ず
、
被
害
者
の
痛
み

を
無
視
し
た
罪
の
赦
し
を
願
う

こ
と
、
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

た
め
に
神
の
癒
し
と
支
え
を
願

い
、
教
会
が
和
解
の
歩
み
に
有

効
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
祈
る
こ
と
、
被
害
者
か

ら
何
ら
か
の
反
応
が
あ
っ
た
場

合
、
特
別
な
司
牧
的
配
慮
を
も

っ
て
す
ぐ
に
こ
た
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

日
本
で
も
司
教
団
が
２
０
０

２
年
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
同
様

の
事
件
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
取
り
組
み
を
始
め
、
現
在

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の

部
署
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

が
出
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ス
ト
高
山
右
近
を
列
福

鹿
児
島
で
も
カ
テ
ド
ラ
ル
で
感
謝
の
ミ
サ

聖
霊
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

指
　
導
：
フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
ッ

ケ
イ
神
父
（
聖
コ
ロ
ン
バ
ン

会
）

テ
ー
マ
：
「
約
束
さ
れ
た
命
」

日
　
時
：
５
月
10
日
か
ら
毎
週

水
曜
日
（
計
８
回
）
。
午
前

10
時
～
正
午

場
　
所
：
ザ
ビ
エ
ル
教
会

参
加
費
：
自
由
献
金

テ
キ
ス
ト
：
聖
霊
に
よ
る
刷
新

事
務
所
ヒ
ス
ロ
発
行
「
新
生
へ

の
門
出
」
（
５
０
０
円
）
。
セ

ミ
ナ
ー
開
催
中
に
販
売

主
　
催
：
聖
霊
に
よ
る
生
活
刷

新
セ
ミ
ナ
ー
奉
仕
グ
ル
ー
プ

（
協
力
　
末
吉
神
父
）

※
教
区
報
２
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
。

始
ま
り
が
３
週
間
遅
く
な
り
、

場
所
も
教
区
本
部
か
ら
ザ
ビ
エ

ル
教
会
と
な
っ
た
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
信
徒
大
会
」
の
お
知
ら
せ

日
　
時
：
５
月
21
日
（
日
）
午
後
12
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

（
午
後
４
時
ま
で
）

場
　
所
：
大
口
明
光
学
園
（
体
育
館
）

テ
ー
マ
：
「
い
の
り
」
～
主
よ
、
わ
た
し
た
ち
に
も
祈
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
～

講
　
師
：
ホ
セ
・
デ
ル
コ
ス
先
生
（
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
理
事
長
）

＊
な
お
、
ミ
サ
の
中
で
は
堅
信
式
も
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
１
月
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ
っ
て
殉
教
者
と
し
て
の
列
福
が
承
認
さ
れ
て
い
た
「
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
・
ユ
ス
ト
高
山
右
近
」
の
列
福
ミ
サ
が
２
月
７
日
（
火
）
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
さ
さ

げ
ら
れ
た
。
ミ
サ
に
は
鹿
児
島
か
ら
も
多
く
の
参
列
者
が
あ
っ
た
ほ
か
、
教
区
内
の
幾
つ
か
の
教

会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
ミ
サ
の
様
子
を
集
ま
っ
た
信
者
で
一
緒
に
視
聴

す
る
な
ど
、
喜
び
を
共
に
す
る
工
夫
が
さ
れ
た
。
ま
た
２
月
11
日
（
土
）
に
は
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で

郡
山
司
教
司
式
の
「
列
福
感
謝
ミ
サ
」
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

▼
末
吉
卓
也
神
父
（
姶
良
及
び

溝
辺
教
会
主
任
・
書
記
長
）

は
、
教
区
本
部
付
き

▼
朴
鎮
亮
神
父
（
姶
良
教
会
助

任
）
は
、
加
世
田
教
会
主
任

▼
ア
ン
神
父
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会

助
任
）
は
、
姶
良
及
び
溝
辺

教
会
主
任

▼
朴
昶
奎
神
父
（
ザ
ビ
エ
ル
教

会
助
任
）
は
、
姶
良
及
び
溝

辺
教
会
助
任

▼
寝
占
敦
之
神
父
（
指
宿
教
会

主
任
）
は
、
志
布
志
教
会
主
任

▼
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
神
父

（
志
布
志
教
会
主
任
）
は
、

指
宿
教
会
主
任

▼
ス
テ
ィ
ー
ブ
神
父
（
加
世
田

教
会
主
任
）
は
、
鹿
屋
教
会

主
任

▼
宋
診
旭
神
父
（
鹿
屋
教
会
主

任
）
は
、
瀬
留
教
会
主
任

▼
貴
島
丈
弥
神
父
（
聖
心
教
会

助
任
）
は
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会

助
任

※
着
任
は
復
活
祭
後
。
但
し
幼

稚
園
関
係
者
は
、
４
月
１
日

付
け
。

教
区
人
事

回
勅
「
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
」
を
学
ぶ

今
年
の
鹿
児
島
教
区
司
祭
大
会

祈
り
と
償
い
の
日
制
定

性
虐
待
被
害
者
の
た
め

２
月
19
日
（
日
）
、
教
区
本

部
で
唐
湊
墓
地
に
納
骨
堂
を
建

設
す
る
た
め
の
最
初
の
委
員
会

建
設
に
向
け
て
検
討

第
１
回
納
骨
堂
委
員
会

聖
霊
に
よ
る

生
活
刷
新
セ
ミ
ナ
ー

ユ
ス
ト
高
山
右
近

１
５
５
２
年
（
天
文
21
）
摂

津
国
清
渓
村
高
山
（
現
在
の
大

阪
府
豊
能
町
）
に
生
ま
れ
た
右

近
は
１
５
６
３
年
、
父
飛
騨
守

友
照
の
影
響
で
受
洗
し
た
（
洗

礼
名
ユ
ス
ト
）
。
１
５
７
３
年

（
元
亀
４
）
に
は
若
く
し
て
高

槻
城
主
と
な
り
、
そ
の
後
も
武

功
を
挙
げ
る
な
ど
、
将
来
は
明

る
い
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す

る
政
策
の
大
転
換
に
よ
り
、
大

名
と
し
て
は
失
落
の
人
生
を
送

る
こ
と
に
な
っ
た
。
領
地
を
没

収
さ
れ
、
追
放
と
な
っ
た
右
近

は
、
秀
吉
の
命
令
で
前
田
家
預

か
り
と
な
り
金
沢
へ
。
そ
こ
で

20
数
年
間
を
送
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
間
に
右
近
は
、
宣
教

師
、
信
徒
た
ち
を
保
護
し
教
会

を
建
設
す
る
な
ど
礎
を
確
固
た

る
も
の
と
し
て
い
っ
た
。
し
か

し
徳
川
幕
府
に
よ
り
キ
リ
シ
タ

ン
禁
令
が
発
布
さ
れ
る
と
、
右

近
一
家
は
前
田
家
の
こ
と
を
考

慮
し
、
金
沢
を
出
て
長
崎
経
由

で
マ
ニ
ラ
へ
と
渡
っ
た
。
そ
し

て
１
６
１
５
年
、
マ
ニ
ラ
到
着

後
40
日
ほ
ど
で
熱
病
に
か
か

り
、
２
月
３
日
帰
天
（
享
年

63
）
し
た
。

列
福
ミ
サ

２
月
７
日
、
大
阪
城
ホ
ー
ル

で
さ
さ
げ
ら
れ
た
列
福
ミ
サ
は

教
皇
代
理
の
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア

マ
ー
ト
枢
機
卿
（
列
聖
省
長

官
）
が
主
司
式
し
た
。
ま
た
高

山
右
近
が
帰
天
し
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
マ
ニ
ラ
大
司
教
の
ル
イ

ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
タ
グ
レ
枢

機
卿
も
司
教
30
人
、
司
祭
３
０

０
人
と
共
に
１
万
に
あ
ま
り
の

信
者
が
詰
め
か
け
た
ミ
サ
の
司

式
に
加
わ
っ
た
。

ミ
サ
は
ラ
テ
ン
語
と
日
本
語

を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
が
、
信

徒
も
唱
え
る
祈
り
の
部
分
は
英

語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
韓
国
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
も
取
り
入
れ
ら

れ
、
説
教
は
日
本
語
訳
を
伴
っ

た
イ
タ
リ
ア
語
で
行
わ
れ
た
。

列
福
の
儀
で
は
、
日
本
司
教

協
議
会
会
長
の
岡
田
武
夫
大
司

教
（
東
京
）
が
、
教
皇
代
理
ア

マ
ー
ト
枢
機
卿
に
右
近
の
列
福

を
願
い
出
、
そ
の
後
列
福
申
請

代
理
人
に
よ
り
高
山
右
近
の
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
の
生
涯
が
紹

介
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ア

マ
ー
ト
枢
機
卿
は
、
ユ
ス
ト
高

山
右
近
を
福
者
と
し
て
宣
言
す

る
書
簡
を
読
み
上
げ
、
ま
た
高

山
右
近
肖
像
画
（
三
牧
樺
ず
子

作
　
写
真
）
も
序
幕
さ
れ
、
会

場
に
歓
声
が
響
い
た
。
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２
月
27
日
（
土
）
相
生
―
上

郡
…
約
20
㎞

午
前
７
時
30
分
、
ミ
サ
。
昨

晩
ま
で
、
あ
ず
か
る
つ
も
り
は

な
か
っ
た
。
起
床
し
て
気
が
変

わ
っ
た
。
今
日
も
明
日
も
教
会

の
な
い
場
所
を
行
く
。
明
日
が

日
曜
日
だ
か
ら
と
い
う
の
も
あ

る
。
だ
が
何
よ
り
、
力
づ
け
ら

れ
た
明
石
で
の
体
験
が
大
き

い
。ポ

ー
ラ
ン
ド
人
の
シ
ス
タ
ー

四
人
と
あ
ず
か
る
こ
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
ミ
サ
。
そ
の
親
密
感
が

好
ま
し
い
。
家
庭
的
な
団
居
に

励
ま
さ
れ
る
。

明
石
神
父
は
話
し
好
き
。
喋

り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
。
そ

れ
で
い
て
、
心
配
り
の
細
や
か

な
人
で
あ
る
。
話
し
な
が
ら
も

中
途
、
「
お
茶
は
？
」
「
風
呂

は
？
」
「
洗
濯
は
？
」
と
気
遣

う
。
僕
は
心
中
、
恐
縮
す
る
ば

か
り
。
「
友
、
遠
方
よ
り
来
た

る
」
と
何
度
も
、
僕
の
訪
問
を

喜
ん
で
く
れ
る
す
が
た
に
、
感

謝
の
念
も
一
入
で
あ
る
。

き
の
う
、
本
来
な
ら
有
年
ま

で
が
経
路
で
あ
っ
た
が
、
宿
が

な
い
た
め
、
ま
た
足
が
保
た
ず

相
生
ま
で
と
し
た
。
経
路
上
、

二
十
六
聖
人
が
次
に
足
を
止
め

た
の
は
片
上
で
あ
る
が
、
相
生

か
ら
30
～
40
㎞
は
あ
る
。
ま
た

今
日
、
午
後
か
ら
夜
に
か
け
て

雨
と
の
予
報
。
い
ま
の
僕
の
足

で
は
、
ち
と
厳
し
い
。
上
郡
な

ら
宿
が
あ
る
と
聞
い
た
。
経
路

か
ら
は
外
れ
る
が
、
有
年
を
越

え
北
上
、
上
郡
ま
で
歩
い
た
。

幸
い
、
雨
雲
よ
り
早
く
上
郡

に
。
大
事
を
取
っ
て
、
観
光
案

内
所
で
宿
の
手
配
を
願
う
。
そ

こ
で
働
く
ご
婦
人
二
人
が
と
て

も
親
切
。
片
上
で
の
宿
ま
で
、

管
轄
で
も
な
い
の
に
、
知
人
に

尋
ね
る
な
ど
、
手
を
尽
く
し
て

探
し
て
く
れ
た
。

「
京
都
か
ら
歩
い
て
き
た
ん

や
て
。
ま
だ
長
崎
ま
で
歩
く
そ

う
や
。
応
援
し
て
あ
げ
た
い
ん

や
、
頼
む
わ
」
。
電
話
で
の
交

渉
を
小
耳
に
は
さ
み
、
平
身
低

頭
。
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。

２
月
28
日
（
日
）
上
郡
―
片

上
…
約
25
㎞

午
前
８
時
30
分
、
上
郡
を
発

つ
。
県
道
５
号
線
を
南
下
。
山

野
里
と
呼
ば
れ
る
山
地
を
、
廻

り
込
み
つ
つ
越
え
る
よ
う
な
按

配
。
登
り
坂
が
続
く
。
か
つ
て

梨
ケ
原
、
三
石
を
抜
け
片
上
に

向
か
う
道
は
、
山
陽
道
一
の
難

所
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
本

来
、
国
道
２
号
線
の
南
を
廻
り

船
坂
峠
へ
と
至
る
船
橋
峠
越
え

が
旧
道
だ
が
、
い
ま
は
道
が
な

く
危
険
と
の
こ
と
。
国
道
に
沿

う
旧
道
を
行
く
。

途
中
、
国
指
定
史
跡
「
山
陽

道
野
磨
驛
家
跡
＝
や
ま
う
ま
や

あ
と
＝
」
の
傍
ら
を
過
ぎ
る
。

驛
家
と
は
古
代
、
官
道
沿
い
に

約
16
㎞
間
隔
で
設
け
ら
れ
て
い

た
中
継
施
設
。
山
陽
道
は
唯
一

の
大
路
と
し
て
重
視
さ
れ
、
こ

こ
に
は
瓦
葺
き
白
壁
の
驛
家
が

整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
驛
家
、
当
時
は
な
か
な

か
に
名
が
知
れ
て
い
た
。
平
安

時
代
末
期
の
説
話
集
「
今
昔
物

語
集
」
の
巻
第
十
四
の
十
七
話

「
金
峰
山
の
僧
転
乗
法
花
を
持

し
て
前
世
を
知
る
語
」
。

転
乗
と
い
う
僧
が
い
た
。
法

華
経
を
日
夜
読
誦
。
六
巻
ま
で

暗
誦
し
た
。
が
、
七
・
八
巻
が

ま
る
で
覚
え
ら
れ
な
い
。
夏
の

三
カ
月
、
御
堂
に
籠
っ
て
祈

請
。
夢
を
見
た
。

天
人
が
出
現
、
「
お
前
は
前

世
、
播
磨
国
赤
穂
郡
の
驛
家
に

棲
む
三
尋
半
も
の
毒
蛇
で
あ
っ

た
。
宿
泊
し
た
一
人
の
聖
人
を

食
い
殺
そ
う
と
し
た
が
、
か
れ

の
誦
す
法
華
経
を
耳
に
し
心
を

あ
ら
た
め
た
。
夜
が
明
け
、
聖

人
は
法
華
経
を
六
巻
ま
で
と

し
、
七
・
八
巻
を
読
ま
ず
に
去

っ
た
。
ゆ
え
に
今
生
、
お
前
は

七
・
八
巻
を
暗
誦
で
き
な
い
。

だ
が
、
一
心
に
法
華
経
を
唱
え

よ
。
後
生
で
は
生
死
の
苦
を
離

れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
告

げ
た
。

以
後
、
転
乗
は
い
よ
い
よ
熱

心
に
法
華
経
を
読
誦
。
尊
い
生

を
全
う
し
た
と
い
う
。

原
文
は
「
幡
磨
ノ
國
、
赤
穂

ノ
郡
ノ
山
驛
」
と
記
す
。
い
ま

も
こ
こ
に
「
落
地
」
と
書
い
て

「
お
ろ
ち
」
と
読
む
地
名
が
遺

存
。
遺
跡
の
信
憑
を
証
し
て
い

る
。あ

る
い
は
『
枕
草
子
』
に
、

「
む
ま
や
は
梨
原
。
ひ
ぐ
れ
の

む
ま
や
。
つ
き
の
む
ま
や
。
の

ぐ
ち
の
む
ま
や
。
山
の
む
ま

や
、
あ
は
れ
な
る
事
を
聞
き
お

き
た
り
し
に
、
ま
た
あ
は
れ
な

る
事
の
あ
り
し
か
ば
、
な
ほ
取

り
あ
つ
め
て
あ
は
れ
な
り
」
と

あ
る
（
二
二
三
段
）
。

こ
の
「
山
の
む
ま
や
」
が
こ

こ
、
「
野
磨
驛
家
」
。
「
あ
は

れ
な
る
事
」
と
は
僧
、
転
乗
の

逸
話
と
さ
れ
る
。
ま
た
後
段
の

「
あ
は
れ
な
る
事
」
と
は
、
清

少
納
言
の
仕
え
た
中
宮
定
子
の

兄
、
政
争
に
敗
れ
た
藤
原
伊
周

の
大
宰
府
へ
の
配
流
を
指
す
と

さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
病
い
を

得
た
伊
周
は
野
磨
驛
家
に
と
ど

め
置
か
れ
た
と
い
う
。

船
坂
峠
は
県
境
。
峠
を
越
え

る
と
、
岡
山
県
だ
。

兄
坂
か
ら
八
木
山
に
か
け

て
、
山
陽
自
動
車
道
と
国
道
２

号
線
が
交
差
す
る
あ
た
り
、
歩

道
が
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
、

旧
道
も
把
握
し
に
く
い
。
四
軒

屋
か
ら
の
旧
道
も
、
伊
里
中
付

近
が
分
か
り
づ
ら
く
途
中
、
畦

を
渡
る
始
末
。

山
陽
新
幹
線
の
高
架
を
く
ぐ

る
。
集
落
を
下
る
と
、
片
上
だ

っ
た
。
（
続
く
）

神
学
生
の
「
僕
の
長
崎
へ
の
道
」

日
本
二
十
六
聖
人
の
道
を
歩
い
て
　
⑹

すべての人の救い主イエス・キリストの教えと生涯
を中心に、日本の文化や宗教観に照らしながらキリス
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のうえ、受講料（4800円）をお振り込みください。
振替口座番号：00170-2-84745　加入者名：オリエンス宗教研究所
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「こじか」2017年度のご案内

こどもたちに福音を味わう１週間を
わかりやすいと好評の主日の福音解説を中心に、

多彩な記事でイエスさまのまなざしを伝える「こじ
か」。受洗、初聖体のお祝いやお孫さんへのプレゼ
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光
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会

と

催

し

（
３
月
）

会
で
ミ
サ
に
あ
ず
か
る
の
で

す
。
ま
た
、
目
に
見
え
る
イ
メ

ー
ジ
も
大
切
に
し
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

あ
る
巡
礼
地
で
は
、
目
の
前

に
イ
エ
ス
様
が
ひ
ざ
ま
ず
い
て

い
て
、
そ
の
正
面
に
自
分
が
ひ

ざ
ま
ず
け
る
場
所
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
イ
グ
ナ
チ
オ
の

霊
操
を
す
ぐ
思
い
出
し
、
少
し

の
間
で
し
た
が
す
ぐ
に
イ
エ
ス

日
の
朝
も
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど

の
朝
ご
飯
を
準
備
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
も
て
な

し
を
で
き
る
方
の
こ
と
を
「
ビ

ッ
グ
ハ
ン
ド
」
と
呼
ぶ
そ
う
で

す
。
大
き
な
手
に
よ
っ
て
大
き

く
育
て
ら
れ
た
助
祭
さ
ん
は
、

き
っ
と
大
き
な
愛
を
も
っ
て
導

い
て
く
れ
る
神
父
さ
ん
に
な
っ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
韓
国
の
召
命
の
元
に
あ

る
の
が
信
心
業
か
ら
く
る
深
い

霊
性
だ
と
思
い
ま
し
た
。
助
祭

の
家
庭
に
も
見
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
が
、
聖
書
や
祈
り
の

本
が
何
冊
も
置
か
れ
て
い
る
自

分
の
祈
り
の
場
、
ひ
ざ
ま
ず
き

台
で
あ
っ
た
り
机
と
椅
子
で
あ

っ
た
り
、
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
毎
日
お
祈
り
を
さ
さ
げ
、
教

１
月
６
日
（
金
）
に
イ
ン
チ

ョ
ン
教
区
で
行
わ
れ
た
司
祭
・

助
祭
叙
階
式
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
年
始
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
日
本
か
ら
の
巡
礼

団
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
恵
み

を
頂
い
て
帰
っ
て
来
た
と
思
い

ま
す
。
一
つ
の
教
区
で
18
人
の

司
祭
、
14
人
の
助
祭
の
誕
生
と

い
う
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
国
の
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
も
経
験
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
い

受
階
者
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
に
そ

れ
ぞ
れ
の
道
の
り
、
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
こ

と
も
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
ま
ず
頂
い
た

「
大
き
な
」
恵
み
は
も
ち
ろ
ん

ヴ
ィ
ア
ン
ネ
助
祭
、
さ
ら
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
受
階

者
が
呼
び
出
さ
れ
る
時
も
一
番

大
き
な
「
は
い
」
が
広
い
会
場

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
助
祭
を
育
て

て
く
れ
た
お
母
さ
ん
の
、
そ
し

て
、
家
族
の
た
く
さ
ん
の
愛
情

も
わ
た
し
た
ち
は
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

助
祭
の
実
家
に
招
い
て
頂
い

た
時
も
食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い

の
デ
ザ
ー
ト
、
そ
し
て
、
帰
る

様
と
の
対
話
が
始
ま
り
ま
し

た
。
「
は
い
、
韓
国
の
人
た
ち

を
大
切
に
し
ま
す
。
」
と
い
っ

た
よ
う
な
こ
と
で
す
。
こ
の
韓

国
の
霊
性
を
日
本
で
も
開
花
し

て
力
を
合
わ
せ
て
と
も
に
宣

教
・
司
牧
で
き
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

李
秉
德
助
祭
　
略
歴

１
９
７
５
年
１
月
５
日
生
ま

れ
（
42
歳
）
。
富
川
北
高
等
学

校
業
後
、
忠
南
大
学
に
進
学
し

社
会
体
育
を
専
攻
。
卒
業
後
は

２
年
間
の
兵
役
で
陸
軍
に
所
属

し
た
。
除
隊
後
は
社
会
人
と
し

て
働
い
た
後
、
修
道
会
に
入
会

し
有
期
誓
願
を
宣
立
し
、
そ
の

後
、
司
祭
職
を
目
指
し
て
退

会
。
２
０
１
２
年
か
ら
は
鹿
児

島
教
区
の
神
学
生
と
し
て
仁
川

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
で
学
ん
で
い

る
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と

山
登
り
、
ラ
グ
ビ
ー
。

１
日
（
水
）
灰
の
水
曜
日
（
大
斎
・
小
斎
）
（
四
旬
節
愛
の
献
金
＝

四
旬
節
中
）

２
日
（
木
）
聖
体
礼
拝
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
６
時
30
分

５
日
（
日
）
四
旬
節
第
１
主
日

12
日
（
日
）
四
旬
節
第
２
主
日

▼
田
代
竜
也
神
学
生
司
祭
助
祭
候
補
者
認
定
式
・
カ
テ
ド

ラ
ル
・
９
時

17
日
（
金
）
日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母

▼
田
原
章
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
５
３
年
）

▼
関
根
悦
雄
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
４
年
）

▼
坂
本
進
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
４
年
）

19
日
（
日
）
四
旬
節
第
３
主
日

▼
成
相
明
人
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
６
７
年
）

▼
丸
野
六
雄
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
７
７
年
）

20
日
（
月
）
聖
ヨ
セ
フ

▼
郡
山
健
次
郎
司
教
司
祭
叙
階
記
念
（
１
９
７
２
年
）

▼
永
山
幸
弘
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
６
８
年
）

▼
寝
占
敦
之
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
３
年
）

▼
鄭
法
鐘
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
３
年
）

▼
宋
診
旭
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
３
年
）

▼
牧
山
田
一
神
父
霊
名

▼
栃
尾
泰
英
神
父
霊
名

▼
ム
イ
ベ
ル
ガ
神
父
霊
名

▼
タ
ム
神
父
霊
名

21
日
（
火
）
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

▼
小
隈
憲
士
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
８
年
）

▼
頭
島
光
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
７
年
）

▼
大
松
正
弘
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
７
年
）

▼
末
吉
卓
也
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
０
３
年
）

24
日
（
金
）
山
口
好
信
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
１
年
）

25
日
（
土
）
神
の
お
告
げ

▼
泉
浩
二
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
３
年
）

26
日
（
日
）
四
旬
節
第
４
主
日

▼

神
学
生
朗
読
奉
仕
者
選
任
式
・
カ
テ
ド
ラ

ル
・
９
時

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

27
日
（
月
）
ユ
ー
ス
カ
ト
リ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
・
日
向
学
院
「
海
の

家
」
（
日
南
市
）
・
～
30
日
ま
で

28
日
（
火
）
田
邊
徹
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
５
１
年
）

29
日
（
水
）
内
野
洋
平
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
０
３
年
）

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

福
音
宣
教
・
迫
害
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
へ
の
支
援

日
本
の
教
会
・
原
発
事
故
の
記
憶
を
保
つ

ザ
ビ
エ
ル
書
院
か
ら
お
知
ら
せ

３
月
30
日
、
31
日
は
棚
卸
の
た
め
休
業
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

数
年
前
鹿
児
島
に
も
来
ら
れ
た
イ
ン
チ
ョ
ン
教

区
の
未
来
司
牧
研
究
所
の
チ
ャ
神
父
様
か
ら
毎
月

英
語
版
の
機
関
誌
が
届
く
。
表
紙
を
飾
る
の
は
、

ス
タ
ッ
フ
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
神
父
様

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
「
邪
悪

な
時
代
の
善
き
牧
者
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と

に
、
昨
年
の
い
つ
く
し
み
の
大
聖
年
で
「
い
つ
く

し
み
の
宣
教
師
」
に
任
命
さ
れ
た
ク
ー
・
ヨ
ブ
神

父
様
。
五
〇
代
後
半
か
と
思
わ
れ
る
神
父
様
の
宣

教
師
と
な
る
に
あ
た
っ
て
心
が
け
た
こ
と
は
、

「
告
白
室
が
信
者
た
ち
に
と
っ
て
小
さ
な
く
つ
ろ

ぎ
の
場
に
な
る
こ
と
」
だ
っ
た
と
い
う
。
あ
の
窮

屈
な
部
屋
が
く
つ
ろ
ぎ
の
場
な
ど
と
い
う
発
想
は

し
た
こ
と
が
な
い
の
で
驚
い
た
。

ラ
テ
ン
科
生
の
頃
、
月
一
回
の
赦
し
の
秘
跡
を

済
ま
し
て
外
に
出
る
と
、
廊
下
で
待
っ
て
い
た
先

輩
か
ら
「
ち
ゃ
ん
と
白
状
し
た
？
」
と
聞
か
れ
て

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
告

白
に
し
ろ
白
状
に
し
ろ
、
辞
書
で
引
き
比
べ
て
も

両
者
の
意
味
は
同
じ
。
し
か
し
、
白
状
と
な
る
と

や
は
り
犯
罪
人
が
無
理
や
り
罪
を
吐
か
さ
れ
る
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
だ
と
、
告
白

の
部
屋
が
く
つ
ろ
ぎ
の
場
ど
こ
ろ
か
、
判
決
を
受

け
る
場
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
だ
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
告
白
の
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
の

だ
が
、
か
な
り
の
緊
張
の
場
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
は
な
い
。

種
子
島
教
会
に
告
白
部
屋
は
な
い
。
昨
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
前
の
ミ
ニ
黙
想
会
で
赦
し
の
秘
跡
に
使

用
し
た
の
は
集
会
室
。
ソ
フ
ァ
ー
に
か
け
て
待
っ

て
い
る
と
三
々
五
々
、
信
者
た
ち
が
や
っ
て
き
て

腰
を
下
ろ
す
。
十
字
架
の
し
る
し
と
招
き
の
言

葉
、
そ
し
て
告
白
。
そ
こ
ま
で
は
同
じ
だ
が
、
あ

と
は
ま
る
で
違
う
。
ま
ず
、
罪
を
述
べ
立
て
て

「
以
上
で
す
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
は
な
く
、
全

く
普
段
の
口
調
で
胸
の
内
を
語
る
と
い
う
雰
囲
気

な
の
だ
。
さ
と
し
の
時
間
も
顔
を
上
げ
、
「
な
る

ほ
ど
そ
う
で
す
ね
」
と
合
い
の
手
が
入
っ
た
り
、

質
問
が
あ
っ
た
り
と
ま
る
で
対
話
。
退
室
時
に

は
、
明
る
い
声
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
」
こ
ん
な
に
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の

告
白
は
初
め
て
の
よ
う
に
思
う
。

三
月
一
日
は
灰
の
水
曜
日
。
狭
い
告
白
部
屋
で

は
な
く
応
接
室
か
ど
こ
か
で
、
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲

気
で
の
告
白
は
教
会
学
校
の
子
供
だ
け
で
な
く
、

大
人
に
も
お
す
す
め
だ
。
四
旬
節
の
過
ご
し
方
も

違
う
は
ず
。
と
も
あ
れ
、
い
い
準
備
が
で
き
て
主

の
復
活
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
復
活
を
喜
び
の
内
に

祝
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
り
た
い
。

司
教
執
務
室
便
り

鹿
児
島
教
区
の
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
李
秉
德
（
イ
・
ビ
ョ
ン
・
ド
ク
）
神
学
生
が
１
月
６
日
（
金
）
韓

国
は
仁
川
教
区
で
あ
っ
た
「
司
祭
・
助
祭
叙
階
式
」
で
、
助
祭
に
上
げ
ら
れ
た
。
式
に
は
鹿
児
島

か
ら
も
ア
ン
ト
ニ
オ
鄭
法
鐘
（
チ
ョ
ン
・
ポ
フ
・
チ
ョ
ン
）
神
父
ら
数
人
が
参
列
し
、
日
本
と
は

一
味
違
う
荘
厳
な
雰
囲
気
を
味
わ
い
、
ま
た
新
し
い
助
祭
の
誕
生
を
祝
っ
た
。
教
区
報
で
は
叙
階

式
に
参
列
し
た
貴
島
丈
弥
神
父
（
聖
心
教
会
助
任
）
に
参
列
し
た
感
想
を
記
し
て
も
ら
っ
た
。

▼
鴨
池
教
会
で
堅
信
式

１
月
15
日
（
日
）
鴨
池
教
会

で
堅
信
式
が
あ
り
、
小
・
中
学

生
６
人
と
大
人
７
人
の
計
13
人

が
郡
山
司
教
か
ら
大
人
の
信
者

と
な
る
恵
み
を
受
け
た
。
ミ
サ

後
は
、
茶
話
会
も
開
か
れ
た
。

▼
国
分
教
会
で
堅
信
式

２
月
12
日
（
日
）
国
分
教
会

で
堅
信
式
が
あ
っ
た
。
こ
の

日
、
郡
山
司
教
か
ら
受
堅
し
た

の
は
、
小
学
生
１
人
と
中
高
生

６
人
、
大
人
１
人
の
合
計
８

人
。
教
会
で
は
茶
話
会
を
開
く

な
ど
喜
び
の
１
日
と
な
っ
た
。

▼
キ
リ
ス
ト
教
一
致
集
会

１
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時

か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
兄

弟
た
ち
と
キ
リ
ス
ト
教
の
一
致

を
共
に
祈
る
祈
祷
集
会
が
谷
山

教
会
で
あ
っ
た
。

告
白
場
を
考
え
る

W・キッペス神父の黙想会　案内
「忙中閑あり」　しばし内面を見つめましょう

3月10日（金）18時〜12日（日）16時30分
場　所：マリア山荘（霧島市溝辺町3616-4）
参加費：15,000円（宿泊代・食事代込み）

※どなたでも。1日、2日だけの参加可。
申　込：高浜昌信

℡099（274）9709　携帯090（9078）0077

李秉德助祭

大
き
な
恵
み
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
助
祭
誕
生

ー
韓
国
で
の
叙
階
式
に
参
列
し
て
ー

聖
心
教
会
助
任
司
祭

貴

島

丈

弥
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…
。
誤
謬
も
あ
り
ま
し
た
け

ど
、
出
来
事
の
一
つ
で
信
仰
共

同
体
、
家
族
と
し
て
の
内
輪
の

揉
め
事
を
外
部
に
報
道
し
た
こ

と
は
、
同
じ
信
仰
者
と
し
て

「
こ
こ
ま
で
す
る
の
！
」
と
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
に

は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
と
い
う
名
の
も
と
に

大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
精
神

的
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
度
重
な
る
出
来

事
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
祈
り
が
必
要
だ
っ
た

の
で
す
。
事
が
起
こ
る
度
に

「
イ
エ
ス
さ
ま
、
助
け
て
く
だ

さ
い
。
急
い
で
来
て
く
だ
さ

い
」
と
何
度
訴
え
、
涙
を
流
し

祈
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

度
に
イ
エ
ス
さ
ま
は
、
祈
り
の

う
ち
に
、
ミ
サ
中
に
こ
た
え
て

く
だ
さ
り
、
傷
つ
い
た
心
を
癒

し
、
立
ち
直
ら
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
な
時
に

必
要
な
人
を
遣
わ
し
、
乗
り
越

え
る
勇
気
・
知
恵
・
知
識
・
必

要
な
恵
み
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
主
イ
エ
ス
さ
ま
の
計

ら
い
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

教
会
は
常
に
主
イ
エ
ス
さ
ま

が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。
司
祭
、

修
道
者
、
信
徒
は
そ
の
道
具
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
者
で

あ
る
司
教
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
か

ら
任
命
さ
れ
、
司
祭
は
司
教
か

ら
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
認

識
し
て
欲
し
い
で
す
。
私
た
ち

の
主
イ
エ
ス
さ
ま
は
、
今
も
生

き
て
い
て
働
い
て
お
ら
れ
、
教

会
を
導
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
私

た
ち
の
心
の
支
え
、
希
望
の
光

で
す
。

去
る
１
月
27
日
（
金
）
に
聖

心
教
会
改
修
安
全
祈
願
祭
（
起

工
式
）
を
無
事
終
え
、
工
事
着

工
と
な
り
ま
し
た
。
完
成
予
定

は
７
月
に
な
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
お
祈
り
と
時
が
必
要
で
あ

っ
た
こ
と
を
改
め
て
知
り
、
気

づ
き
の
恵
み
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
苦
し

み
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ

の
倍
、
恵
み
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
聖
堂
改
修
は
、
私
に
と
っ

て
大
き
な
恵
み
で
し
た
。
ま
た

趣
意
書
を
通
し
て
鹿
児
島
教
区

の
信
徒
の
皆
様
を
は
じ
め
海
外

あ
る
い
は
日
本
各
地
か
ら
の
寄

付
金
、
お
祈
り
、
励
ま
し
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
く
度
に
、

勇
気
と
元
気
を
い
た
だ
き
、
霊

的
兄
弟
姉
妹
と
の
信
仰
の
絆
の

深
さ
、
広
さ
、
強
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
名
の
な
い
寄
付

金
、
目
に
見
え
な
い
お
祈
り
に

い
か
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
も

強
く
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
イ

エ
ス
さ
ま
を
中
心
に
し
な
が

ら
、
信
仰
者
と
し
て
目
に
見
え

な
い
信
仰
の
絆
、
祈
り
の
連
携

を
大
切
に
し
、
ま
た
宝
と
し
て

霊
的
に
成
長
し
、
築
い
て
い
け

た
ら
素
晴
ら
し
い
霊
的
家
族
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

の
信
仰
生
活
も
山
あ
り
谷
あ
り

で
す
。
信
仰
の
道
を
祈
り
の
う

ち
に
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。信

徒
の
皆
様
の
た
く
さ
ん
の

お
祈
り
、
寄
付
金
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
祈
り
と
献
金
が
一
致
し
て
聖

堂
改
修
が
無
事
終
わ
り
ま
す
よ

う
に
と
心
か
ら
の
お
祈
り
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
に
聖
心
教
会
信
徒
一
同

で
唱
え
て
い
る
祈
り
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

聖
堂
改
修
の
た
め
の
祈
り

愛
で
あ
る
神
よ
、

あ
な
た
は
希
望
に
よ
る
救
い

の
た
め
に
御
子
を
頭
と
し
て
教

会
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
た
ち
は
、
信
仰
を
受
け
継

ぎ
、
伝
え
て
い
く
と
い
う
御
子

と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
聖

心
教
会
改
修
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
一
つ
の
心
で

歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
あ
な
た
の
霊
に
よ
っ
て

導
い
て
く
だ
さ
い
。

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
御

名
に
よ
っ
て

祈
り
ま
す
。

ア
ー
メ
ン
。

車
整
備
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
野
球
が
大
好
き
で
、
兄
や

ぼ
く
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

た
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
を
し
て
く
れ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

「
何
か
、
体
に
力
が
入
ら
な

い
。
」

病
気
の
始
ま
り
は
、
そ
こ
か

ら
で
し
た
。
鹿
児
島
市
の
南
風

病
院
で
診
断
さ
れ
て
か
ら
、
約

４
年
が
た
ち
ま
し
た
。
だ
ん
だ

ん
と
体
の
自
由
が
き
か
な
く
な

り
、
以
前
は
、
家
の
中
で
は
壁

を
つ
た
っ
て
歩
け
て
い
た
の

に
、
今
で
は
、
首
ま
で
支
え
る

形
の
車
い
す
で
な
け
れ
ば
移
動

で
き
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
薬

を
飲
み
、
検
査
入
院
を
く
り
か

え
し
な
が
ら
、
父
は
が
ん
ば
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。

父
は
ぼ
く
の
前
で
弱
音
を
は

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と

き
ど
き
さ
び
し
そ
う
に
し
て
い

ま
す
。
き
っ
と
、
心
の
中
で
は

ぼ
く
に
も
分
か
ら
な
い
よ
う
な

苦
し
さ
と
戦
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
父
が
、
ぼ

病
気
と
共
に
生
き
て
い
る
玄
三

さ
ん
の
姿
は
、
父
に
生
き
る
勇

気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

ん
な
風
に
「
生
き
る
」
す
ば
ら

し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
玄
三
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

６
月
、
父
は
鹿
児
島
大
学
病

院
で
胃
ろ
う
の
手
術
を
受
け
ま

し
た
。
母
が
し
ば
ら
く
付
き
添

い
ま
し
た
が
、
家
族
が
離
れ
て

い
る
こ
と
や
知
り
合
い
の
い
な

い
大
学
病
院
だ
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
父
は
笑
顔
を
失
く
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
、
母
は
予
定

よ
り
も
一
週
間
早
く
父
を
種
子

島
に
連
れ
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に

転
院
し
て
、
だ
ん
だ
ん
笑
顔
が

出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎

日
、
家
族
と
会
っ
た
り
、
友
達

が
た
ず
ね
て
き
て
く
れ
た
り
し

た
か
ら
で
す
。
種
子
島
高
校
の

野
球
部
の
兄
の
仲
間
た
ち
が
、

病
室
に
来
て
く
れ
た
と
き
、
父

は
う
れ
し
そ
う
に
笑
い
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
笑
顔
の
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
父
の

く
た
ち
の
た
め
に
も
「
生
き

る
」
選
択
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
栄
養
を
十
分
に
取
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
胃
ろ
う
の
手

術
と
、
咽
頭
分
離
手
術
を
受
け

る
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
中
野
玄
三
さ
ん
と

の
出
会
い
が
大
き
く
関
係
し
て

い
ま
す
。

佐
賀
県
に
住
ん
で
い
る
玄
三

さ
ん
と
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

通
じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。
父

と
同
じ
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
戦
っ
て
い
ま

す
。
ぼ
く
が
４
年
生
の
と
き
に

家
族
み
ん
な
で
佐
賀
ま
で
会
い

に
行
き
ま
し
た
。

玄
三
さ
ん
は
に
こ
に
こ
笑
っ

て
、
ぼ
く
た
ち
を
迎
え
て
、
足

で
、
マ
ウ
ス
を
動
か
し
て
「
よ

う
こ
そ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

パ
ソ
コ
ン
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
玄
三
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で

も
口
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

咽
頭
分
離
手
術
を
し
た
こ
と
。

そ
の
結
果
、
声
で
話
す
こ
と
は

で
き
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
パ

ソ
コ
ン
で
意
思
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
し
な
や
か
に

笑
顔
が
大
好
き
で
す
。
や
は

り
、
父
は
種
子
島
が
い
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。

父
に
笑
っ
て
い
て
も
ら
う
た

め
に
、
ぼ
く
に
で
き
る
こ
と

は
、
ぼ
く
が
が
ん
ば
っ
て
い
る

姿
を
見
せ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
鹿
児
島
県
少

年
相
撲
大
会
鹿
屋
場
所
で
は
、

準
優
勝
し
て
賞
状
と
メ
ダ
ル
を

も
ら
い
ま
し
た
。
兄
は
甲
子
園

を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
姉
は
踊
り
を
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
母
は
仕
事
を
し
な
が

ら
父
の
病
院
へ
通
っ
た
り
、
父

を
学
校
の
行
事
に
で
き
る
だ
け

参
加
で
き
る
よ
う
に
連
れ
て
出

か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
母
の

姉
で
あ
る
叔
母
家
族
や
、
祖
母

も
一
生
懸
命
協
力
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
、

父
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
、
種
子
島
で
男
ら

し
く
生
き
て
い
る
父
は
、
ぼ
く

の
ほ
こ
り
で

す
。
が
ん
ば

れ
、
お
父
さ

ん
。

２
０
１
６
年
、
王
で
あ
る
キ

リ
ス
ト
の
祭
日
で
「
神
の
い
つ

く
し
み
の
特
別
聖
年
」
も
閉
幕

い
た
し
ま
し
た
。
聖
心
教
会
の

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
は
、
隣
接
す

る
名
瀬
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

３
階
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
っ
て
声
高
ら
か
に
天
ま

で
届
く
よ
う
な
お
祈
り
が
さ
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

こ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
聖
堂

改
修
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
に
な

く
幼
子
イ
エ
ス
さ
ま
を
深
く
味

わ
う
特
別
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。貧

し
い
馬
小
屋
で
生
ま
れ
、

飼
い
葉
桶
に
寝
か
さ
れ
た
幼
子

イ
エ
ス
さ
ま
は
、
飾
る
こ
と
な

く
こ
の
世
の
富
を
捨
て
て
何
も

持
た
な
い
貧
し
い
姿
で
し
た
。

こ
こ
に
「
神
の
家
・
聖
堂
は
、

祈
り
の
家
・
沈
黙
の
う
ち
に
祈

る
場
、
憩
い
の
場
で
あ
り
、
こ

の
世
の
名
誉
、
文
化
財
で
は
な

い
」
と
深
く
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
す
べ
て
に
お
い

て
、
そ
し
て
霊
的
に
も
貧
し
い

私
は
、
幼
子
の
よ
う
に
謙
虚

さ
、
従
順
さ
が
大
事
で
あ
る
と

反
省
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
大
き

な
恵
み
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
教
区
報

３
月
号
に
「
聖
心
教
会
聖
堂
修

復
へ
の
思
い
と
思
わ
ぬ
恵
み
」

の
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
記
事
で
「
聖
堂
改
修

の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
祈
り
が

必
要
で
す
よ
」
と
導
か
れ
た
こ

と
、
そ
の
時
私
は
「
大
修
復
な

の
で
、
た
く
さ
ん
の
祈
り
が
必

要
な
の
だ
ろ
う
」
と
思
う
だ
け

で
、
深
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
主
イ
エ
ス
さ

ま
は
、
そ
の
以
前
か
ら
す
べ
て

を
ご
存
じ
だ
っ
た
の
で
す
。
い

ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
こ
と
を

榕
城
小
学
校

６
年
　
道
下
文
哉

ぼ
く
の
父
、
道
下
浩
一
は
鹿

屋
の
出
身
で
す
。
種
子
島
に
来

て
26
年
た
ち
ま
し
た
。
母
と
、

高
校
一
年
の
兄
、
中
学
一
年
の

姉
、
そ
し
て
、
ぼ
く
。
５
人
家

族
で
す
。

父
は
10
万
人
に
一
人
と
い
う

難
病
に
お
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
名
は
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
。
一
般
的
に
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
呼

ば
れ
、
次
第
に
筋
肉
が
お
と
ろ

え
て
い
き
、
や
が
て
、
自
分
で

呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
病
気
で
す
。

元
気
な
こ
ろ
の
父
は
、
自
動

聖
心
教
会
聖
堂
修
復
へ
の
恵
み
と
信
仰
の
絆

小
さ
く
貧
し
い
祈
り
の
集
い
メ
ン
バ
ー

森

島

実

江

種
子
島
で
生
き
る
父
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